
図犠苦っっ
こうべ髄憩帯上紛鵬副
今年は、日曜日がメインフェスティバルは

サンバなどさまざまな団体が趣向を凝らし、

毎年多彩にパワーアップしている「おまつりパレード」を中心に、

サンバ、パフォーマンス、ジャズ、などストリートごとのイベントや、

太鼓、ダンスなどのステージイベントも多数あります。

紳助救難鯛鞘他国
5月18日(日)

5月1 6日(金)港の行事、 KOBE合唱フェスティバルほか

5月1 7日(土)各区のまつり(-斉開催)

httpこ//www,kobe-matSuri ,COm

問い合わせ 神戸市民祭協会傘0了8-331-2413

地図軸こ表記されていないイベント

的の中主戎〕〕梯梯☆舘診桑訪細さ

晦腰諦猟蘭厘互助池声涙

おまつりパフ肴-マンス
A・B・Cゾーン

/ /<
/ /<

…豪二二二]語[二盟露富

言開
\ミく_臆三、竺」ゝ し/倉島庁禽\二_二二二∴ l! ,ド」ノ‾ ___一「臆「 lL」

※神戸まつり期間中は交通規制が予定されているのでお車でのご来場はお控えください
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メインフェスティバルのイベント(右ページの地図で場所をご確認ください)

亀をおまつりパフォーマンスA・BeCゾーン
オープニングの後はパフォーマンスで一気にヒートアップ!

広へい路上ステージは迫力満点!
-

〔ら′お害つりパレード
王

神戸まつりをいえばコレ!選りすぐ)の約80団体が
亀参加する圧巻のパレードは必見

④猫舞台 」

伝統芸能や民族芸能をじっくり楽しめるステージ

(椅子席あり)

⑤隠⑫B臣夢太鼓
旧居留地で勇壮な太鼓や打楽器の競演に聴き惚れる。

和太鼓「松村組」も特別出演。

(㊧サンバストリート
とにかく1日中サンバを見たいならここ。

極彩色の衣装とリズムに体も心も踊りだす

(ノ亘うわくわくストリート

アクティブなダンス、美しいハーモニーなど

欲はりな街かどステージ

〃l豆,ハーバーラン品バラ五号イステージin

スペースシア多国
吹き抜けからも楽しめるパラエティ豊かなステージ

9新神声ステ営業
キッズだけじゃない、大人も心踊るダンサブルなステージ

コウへハフォ-マンスストリート

う0略の認匡田匡隅に㊥駐MÅ関釜臣患下賎臣匿甘
外国みたい!ピエロやバルーンが飛び出す大道芸に出会えるエリア。

ココ∴ニー音臆スライフ:自リート

11K㊥配置J允を芝田V臣$下輸巨匠可
レトロでお洒落な街並みとジャス

I2ジ章二「シャ二親÷中国ク三二:

街の喧騒からちょっと離れて、優しい音楽と海でヒーリングはいかが

13おまつり広靖只テロジ
お問い合わせ先:ラジオ関西 禽0了8-362-7374

1 8:00̃21 :00 (神戸文化ホール)

年々進化する踊りの理要でまつりの夜を締めくくろう! (入場整理券が必要)

お問い合わせ先:実行委員会事務局 会0了8-882-5067

9:30̃1 5:00 (須磨̃塩屋沖)

須磨ヨットハーバーを起点に、クルーザーやディンギーが初夏の海を駆け抜けます。

お問い合わせ先:(社)神戸港振興協会 禽078-327-8982
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PARADE

Pick up!

⑥Djsney

25周年の東京ディズニーリゾートから、愉快な

仲間たちかやってくるi今年の神戸まつりには、

東京ディズニーリゾートより、 2008年東京ディ

ズニーリゾート・アンバサダーとディズニーの仲

間たちかスペシャルゲストとして「パレード」に

参加します。

KOBECCOサンバチーム KOBE JAZZ L音VE ST円EET

今年のテーマは「スパルタカス」 ! 初めてJAZZか演奏された神戸らしいス

出場第42固め、ちびっ子サンバチーム トリート。神戸大丸正面入り口、元町側人

から、大人のサンバまで、総勢1○○名。今 り口、朝日会館前で、-日計15回ステ一

年も元気に出場しまずローマのスパルタ ジを行います。英国人で尺八奏者の
カスのようなかっこいいコスチュームも EveRobinさん率いるTAKE-FlVEなど

登場します。よりグレードアップした私た 今年も多彩な内容です。

ちのサンバを見に来てください!

<参加できるイベント>

1再三雷わく宗夕立デ
竹とんぼやけん玉など昔遊びを体験

<マーケットイベント>

企業や団体のPRコーナー

告

地場産葉の製品販売は隠れフアンで売り切れ必至。

何が出るがまお楽しみ。

小腹が空いたらこちらへ。

世界の科理や全国各地のふるさと村で美味探求。

お問い合わせサンテレビジョン 魯078-303-31 31
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国籍毒害⊃つ協賛イベント
G8神戸エコフェスタ開催
G8環境大臣会合が5月24目-26日に神戸で開催されるのに先立ち、

神戸まつり期間中にも

さまざまな環境関連イベントが開催されます。

臆問合せ/エコフェスタイベント事務局 密078-261 -81 41

「名水サミットin神戸」

●名水シンポジウム

日時 5月16日(金)14:30̃

会場 神戸国際会議場(ポートライナー市民広場駅)

費用 無料(限定約300名先着順)

「エコカーワールド2008in神戸」

電気自動車や燃料電池自動車などの

いろいろな低公害車を「堂に集めて

展示一試乗を行ないます。

日時 5月17日(土)12:00̃17:00

5月18目(日)10:00-16:00

会場 メリケンパーク

「ライトダウンフェスタ

1 00万人のキャンドルナイト盲n KOBE 2008」

G8環境大臣会合の24日、神戸市内にて

-斉ライトタウンを実施。

ろうそくの灯を見つめて

スローな夜を楽しみませんか?

日時 5月24日(土)19:00-

(雨天荒天時は翌日に順延)

会場 神戸ハーバーランドモザイク高浜岸壁

※親禦鮨錯乱てみませんか?
44

KOBE festival

SupPOrt

COOPeration

その他の協賛イベント

「春の神戸ジャズウオーク」

日時 5月18(日)13:00̃17:00

会場 三宮・北野町界隈

臆問合せ/魯078-242-01 OO (Satin Doii)

aO78-251 -8626 (G「een Doiphin)

「’08 KOBE FU丁URE’S MUSICレコ発ライブ」

日時 5月18日(日)14:00一

会場 神戸元町上屋劇場

■問合せ/租0了8-37十522了

「第7国鯉川山手アーバンフェスタ」

日時 5月25日(日)1 1:00-17:00

会場 元町・鯉川筋周辺

量問合せ/密078-332-5203 (施)

「KOB亡発国際フェアトレードデイ」

日時 5月25日(日)10:00′)17:00

会場 北野工房のまち3謄講堂

漢問合せ/密078,-43 1 -24 1音O (フェアトレードひようごネット)
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固辞叢書もっ

「
神
罰
廿
拙
胴
部
職
制
棚
調
田

ブ
ラ
ジ
ル
船
員
た
ち
と
の
文
化
交
流
が
神
戸
サ
ン
バ
の
ス
タ
ー
ト

(
山
田
芳
信
)

山田芳信
神戸ブラジル協会事務局長
(財)日伯協会評議員

サンバ通信編集顧問

1
9
5
0
年
代
当
時
、
神
戸
港
は

日
本
一
の
コ
ー
ヒ
ー
輸
入
港
と
し

て
、
頻
繁
に
ブ
ラ
ジ
ル
か
ら
貨
物
船

が
入
港
し
て
い
た
が
、
現
在
と
は
ち

が
い
荷
揚
げ
に
時
間
が
か
か
っ
た
。

停
泊
の
間
、
時
間
を
も
て
あ
ま
し
た

船
員
た
ち
は
街
に
繰
り
出
し
、
市
民

と
の
交
流
が
あ
ち
こ
ち
で
始
ま
っ
て

い
た
。
1
9
6
0
年
代
に
な
っ
て
オ

イ
ル
需
要
が
増
え
、
外
国
の
タ
ン
カ

ー
を
伸
張
す
る
工
事
が
三
菱
重
工
の

神
戸
造
船
所
で
行
わ
れ
た
。
ブ
ラ
ジ

ル
か
ら
の
発
注
も
多
く
、
船
が
ド
ッ

ク
入
り
の
問
、
船
員
た
ち
は
勤
務
時

間
外
は
仲
間
同
士
で
サ
ッ
カ
ー
や
パ

ッ
カ
ー
ダ

(
サ
ン
バ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
合
奏
)

な
ど
で
ひ
ま
を
潰
し
て

第37回神戸まつりフォトコンテスト

金賞「サンバの女」守野弘

い
た
。
こ
れ
を
見
た
神
戸
ブ
ラ
ジ
ル

総
領
事
館
の
フ
ァ
ウ
ス
ト
・
カ
ル
ド

ー
ナ
総
領
事
が
、
せ
っ
か
く
の
機
会

な
の
で
神
戸
市
民
と
の
文
化
交
流
が

で
き
な
い
か
と
考
え
、
タ
ウ
ン
誌
の

「
月
刊
神
戸
っ
子
」
を
訪
れ
、
小
泉

康
夫
、
小
泉
美
喜
子
両
氏
に
話
を
も

ち
か
け
た
。

か
ね
て
か
ら
神
戸
ら
し
い
新
し
い

ま
つ
り
の
形
を
模
索
し
、
徳
島
の
阿

波
踊
り
に
も
参
加
し
て
い
た
両
氏

は
、
ふ
た
つ
返
事
で
O
K
し
た
。
き

っ
そ
く
1
9
6
8
年
秋
、
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
に
あ
っ
た
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
ホ

テ
ル
で
ブ
ラ
ジ
ル
船
員
た
ち
の
パ
ッ

カ
ー
ダ
を
招
く
こ
と
に
な
っ
た
。

大
音
響
の
サ
ン
バ
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ

ン
の
一
団
が
場
内
に
な
だ
れ
込
む
や

い
な
や
、
場
内
は
興
奮
の
る
つ
ぼ
と

化
し
、
パ
ー
テ
ィ
は
大
い
に
盛
り
上

が
っ
た
。
総
領
事
の
通
訳
を
つ
と
め

て
い
た
藤
塚
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
氏
の
助

力
も
あ
っ
て
、
こ
れ
を
機
に
サ
ン
バ

は
神
戸
っ
子
の
心
に
広
が
っ
て
い
っ

た
。神

戸
開
港
1
0
0
年
祭
を
謁
念
し

て
、
1
9
6
7
年
か
ら
毎
日
新
聞
社

の
小
野
富
次
支
局
長
ら
の
主
唱
で
神

戸
カ
ー
ニ
バ
ル
が
開
か
れ
る
と
、
サ

ン
バ
は
い
っ
き
に
市
民
の
前
に
姿
を

現
し
た
。
第
2
回
の
神
戸
カ
ー
ニ
バ

ル
で
は
、
中
曽
根
実
の

「
フ
ラ
ワ
ー

ロ
ー
ド
サ
ン
バ
」
が
ラ
ジ
オ
関
西
で

制
作
さ
れ
る
中
、
パ
レ
ー
ド
で
は
小

曽
根
真
が
ハ
モ
ン
ド
で
演
奏
し
、
沿

道
の
喝
采
を
浴
び
た
。
1
9
6
9
年

に
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ
ロ
市
と
神
戸
市

が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん
だ
。

1
9
7
1
年
み
な
と
の
祭
と
神
戸
カ

ー
ニ
バ
ル
が
合
体
し
て

「
神
戸
ま
つ

り
」

が
ス
タ
ー
ト
、
神
戸
の
街
に
似

合
う
神
戸
な
ら
で
は
の
サ
ン
バ
は
す

っ
か
り
定
着
し
た
。
そ
の
後

1
9
8
0
年
に
は

「
浅
草
サ
ン
バ
カ

ー
ニ
バ
ル
」
が
ス
タ
ー
ト
。
サ
ン
バ

は
全
国
的
に
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
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K 0 1 K A W A Y A M A T E U R B A N F E S T A

8山手アーJ †ンフェスタ

11時へ17時
鯉川i山手界隈

地下鉄県庁前下車徒歩的3分、 J R・阪神元町下

車徒歩的5分※天候等で当日催し物が-部変

更になる場合があります
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QTHoney(Queen’s Tears Honey)

緑
が
ま
ぶ
し
い
、
若
葉
璃
ゆ
る
市
章

山
を
望
む
鯉
川
山
手
エ
リ
ア
で
、
今
年

も
好
例
と
な
っ
た
ア
ー
バ
ン
フ
ェ
ス
タ
が

5
月
2
5
日
(
日
)
に
開
催
さ
れ
る
。
今

年
で
1
回
目
を
迎
え
、
イ
ベ
ン
ト
の
内

容
も
充
実
一
途
。

屋
外
ス
テ
ー
ジ
で
は
イ
キ
の
良
い
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
、
遊
と
ロ
マ
ン
ジ
ス
タ
が
熱
演
。

今
年
初
登
場
と
な
る
女
性
ア
カ
ペ
ラ
グ

ル
ー
プ
、
Q
岳
の
n
.
S

鵜
の
a
r
S

国
O
n
①
y
の

華
の
あ
る
ス
テ
ー
ジ
も
楽
し
み
だ
。

元
気
い
っ
ぱ
い
の
神
戸
っ
子
サ
ン
バ

チ
ー
ム
の
子
ど
も
た
ち
も
、
神
戸
ま
つ

り
の
興
奮
そ
の
ま
ま
に
陽
気
な
サ
ン
バ

の
リ
ズ
ム
に
あ
わ
せ
て
パ
レ
ー
ド
。
中
国

獅
子
舞
も
街
を
練
り
歩
き
、
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
花
を
添
え
る
。
大
道

芸
人
ボ
ン
タ
の
ユ
ニ
ー
ク
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
も
見
逃
せ
な
い
。
鯉
川
筋
沿
い
に
は

出
店
や
屋
台
、
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
が

登
場
。
家
族
揃
っ
て
楽
し
め
る
。

独
自
の
街
づ
く
り
で
注
目
を
集
め

て
い
る
鯉
川
山
手
街
づ
く
り
会
の
メ
ン

バ
ー
が
、
今
年
も
額
に
汗
し
て
頑
張
る

イ
ベ
ン
ト
。
さ
わ
や
か
な
季
節
の
日
曜

日
、
ど
こ
へ
行
こ
う
か
迷
っ
た
ら
、
ぜ
ひ

鯉
川
山
手
へ
!
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鶉
鱗茎っ脚5月公開『僕の彼女はサイホ臆ク』

大
ヒ
ッ
ト
し
た
映
画
、
『
猟
奇
的
な
彼

女
』
『
僕
の
彼
女
を
紹
介
し
ま
す
』
の
ク

ア
ク
・
ジ
ェ
ヨ
ン
監
督
に
よ
る
待
望
の
新

作
、
『
僕
の
彼
女
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』
が
完

成
し
ま
し
た
!
し
か
も
、
日
本
を
舞
台

に
日
本
の
キ
ャ
ス
ト
を
起
用
し
た
日
本

映
画
で
す
。
今
回
、
史
上
最
強
の
「
彼

女
」
を
演
じ
る
の
は
、
綾
瀬
は
る
か
さ

ん
。
難
し
い
サ
イ
ボ
ー
グ
役
を
体
当
た

り
で
熱
演
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
ん

な
「
彼
女
」
が
命
を
か
け
て
愛
す
る
大

学
生
ジ
ロ
ー
を
演
じ
る
の
は
、
小
出
恵

介
さ
ん
。
生
涯
を
か
け
て
「
彼
女
」
を
愛

し
続
け
る
ジ
ロ
ー
を
優
し
く
、
一
途
に
演

じ
て
い
ま
す
。

こ
の
可
憐
だ
け
ど
パ
ワ
フ
ル
す
ぎ
る

48

タ
正
「
、
心

」‥、、〇二も窒三二‾1

旧居留地十五番館で濃彩⑥ 2008 「僕の彼女はサイボーグ」フイルムパートナーズ

「
彼
女
」
と
ち
ょ
っ
と
頼
り
な
い
「
僕
」
の

ピ
ュ
ア
で
せ
つ
な
い
S
F
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー

は
、
二
十
歳
の
誕
生
日
を
ひ
と
り
寂
し

く
過
ご
す
ジ
ロ
ー
の
前
に
、
と
び
き
り
キ

ュ
ー
ト
な
「
彼
女
」
が
突
然
現
れ
る
と
こ

ろ
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
そ
れ
は
、
決
し
て

起
こ
り
う
る
は
ず
の
な
い
、
運
命
を
変

え
て
し
ま
う
「
恋
」
の
始
ま
り
で
し
た

「
。
最
初
は
ふ
た
り
の
や
り
と
り
が
微

笑
ま
し
い
、
ち
ょ
っ
と
コ
ミ
カ
ル
な
若
者

の
恋
愛
の
よ
う
に
思
え
る
の
で
す
が
、

物
語
が
進
む
に
つ
れ
て
ど
ん
ど
ん
引
き

込
ま
れ
て
行
き
、
最
後
に
は
ふ
た
り
の

あ
ま
り
に
も
強
く
大
き
な
愛
に
、
見
て

い
る
す
べ
て
の
人
が
感
動
し
て
し
ま
う

素
敵
な
ラ
ブ
ス
ト
ー
リ
ー
で
す
。

そ
し
て
、
そ
ん
な
す
ぼ
ら
し
い
映
画
、

『
僕
の
彼
女
は
サ
イ
ボ
ー
グ
』

の
主
な
ロ

ケ
地
と
な
っ
た
の
が
、
神
戸
。
二
〇
〇
七

年
一
月
十
七
日
か
ら
約
二
ケ
月
に
渡
っ
て

撮
影
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ま
ず
は
、
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
の
ジ
ロ
ー
が
美
し
く
飾
ら
れ

た
シ
ョ
ッ
プ
の
ウ
ィ
ン
ド
ウ
を
眺
め
て
い

る
シ
ー
ン
。
旧
外
国
人
居
留
地
の
入

口
、
三
宮
中
央
通
り
に
位
置
す
る
時

計
宝
飾
店
、
「
カ
ミ
ネ
」
の
前
で
撮
影
さ

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ジ
ロ
ー
が
プ
レ
ゼ
ン

ト
を
買
い
、
「
彼
女
」
が
ド
レ
ス
を
手
に

入
れ
る
デ
パ
ー
ト
は
、
大
丸
神
戸
店
。

閉
店
後
の
深
夜
に
撮
影
が
行
わ
れ
ま
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し
た
。
映
画
の
前
半
で
大
迫
力
の
シ
ー

ン
と
な
っ
て
い
る
、
「
彼
女
」
が
派
手
な
カ

ー
ク
ラ
ッ
シ
ュ
と
共
に
登
場
す
る
交
差

点
は
、
神
戸
の
方
な
ら
す
ぐ
に
お
わ
か

り
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
大
丸
神
戸

店
の
東
南
の
角
。
こ
ち
ら
も
、
道
路
を

封
鎖
し
て
、
夜
十
時
か
ら
朝
方
に
か
け

て
撮
影
さ
れ
ま
し
た
。

ジ
ロ
ー
と
彼
女
が
初
め
て
出
会
う
素

敵
な
レ
ス
ト
ラ
ン
は
、
旧
居
留
地
十
五

番
館
。
た
だ
し
、
乱
闘
シ
ー
ン
は
、
神
戸

の
某
所
に
建
て
ら
れ
た
セ
ッ
ト
で
撮
影

し
た
の
で
ご
安
心
を

(
笑
)
。
ふ
た
り
が

道
を
挟
ん
で
歩
く
、
お
し
ゃ
れ
な
シ
ョ
ッ

プ
が
立
ち
並
ぶ
街
並
み
が
印
象
的
な

道
は
、
同
じ
く
旧
居
留
地
の
浪
花
町

筋
。
こ
の
シ
ー
ン
の
綾
瀬
さ
ん
は
本
当
に

キ
ュ
ー
ト
で
し
た
。

神戸、関学などのキャンパスでも撮影!

⑥2○○8 「僕の彼女はサイボーグ」フイルムパートナーズ

ジ
ロ
ー
が
通
う
大
学
は
、
食
堂
の
窓

か
ら
の
景
色
か
ら
お
わ
か
り
に
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
神
戸
大
学
で
す
。
教
室

の
シ
ー
ン
も
、
神
戸
大
学
の
学
生
さ
ん

に
エ
キ
ス
ト
ラ
と
し
て
出
演
し
て
頂
い
て

撮
影
。
「
彼
女
」
と
ジ
ロ
ー
が
ベ
ン
チ
に
座

っ
て
読
書
し
て
い
る
の
も
、
神
戸
大
学
・

六
甲
台
キ
ャ
ン
パ
ス
の
大
階
段
を
上
っ

た
と
こ
ろ
で
す
。
ジ
ロ
ー
の
ア
パ
ー
ト
は
、

セ
ッ
ト
で
作
り
ま
し
た
が
、
ベ
ラ
ン
ダ
か
ら

の
シ
ー
ン
は
ト
ア
ロ
ー
ド
を
見
下
ろ
す

旧
神
戸
移
住
セ
ン
タ
ー
の
屋
上
を
お
借

り
し
て
撮
影
し
ま
し
た
。
ほ
か
に
も
、
ミ

ン
ト
神
戸
前
、
ク
レ
フ
ィ
前
、
御
影
公
会

堂
、
兵
庫
県
公
館
な
ど
、
神
戸
市
内
の

各
所
で
ロ
ケ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
映
画
の
舞
台
は
一
応
、
東
京
と

い
う
設
定
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
ジ
ロ
ー

と
「
彼
女
」
は
、
な
ん
と
南
京
町
や
関
帝

廟
の
中
を
、
京
劇
の
格
好
を
し
て
走
り

回
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
だ
け
神
戸
な
ら
で

は
の
街
並
み
や
景
色
が
出
て
く
れ
ば
、

誰
が
見
て
も
、
東
京
で
は
な
く
、
神
戸

だ
と
い
う
の
が
わ
か
る
と
こ
ろ
が
、
と
て

も
嬉
し
い
で
す
ね
。
ク
ァ
ク
監
督
は
、
画

廊
を
見
て
回
る
の
が
趣
味
と
い
う
だ
け

あ
っ
て
、
と
て
も
「
美
」
に
対
す
る
思
い
が

強
い
方
で
し
た
。
そ
ん
な
監
督
が
、
「
神

戸
は
本
当
に
美
し
い
街
。
日
本
で
最
も

気
に
入
っ
た
」
と
言
っ
て
く
だ
さ
っ
た
こ

と
は
、
私
た
ち
に
と
っ
て
、
何
よ
り
も
嬉

し
い
は
め
言
葉
で
し
た
。

感
動
的
な
愛
が
描
か
れ
て
い
る
大
ス

ケ
ー
ル
の
映
画
、
そ
し
て
神
戸
の
街
の
魅

力
を
堪
能
で
き
る
映
画
、
『
僕
の
彼
女

は
サ
イ
ボ
ー
グ
』
は
、
O
S
シ
ネ
マ
ズ
ミ
ン

ト
神
戸
、
神
戸
国
際
松
竹
、
1
0
9
シ

ネ
マ
ズ
H
A
T
神
戸
を
は
じ
め
、
全
国

松
竹
・
東
急
系
劇
場
に
て
、
五
月
三

十
一
日
よ
り
公
開
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
見
逃

し
な
く
!ロケ地ガイ

できました母

『僕の彼女はサイボーグ」をはじめ、 「Swe蹟Rajn死神の治虚言、 「ク

ロース之ERO」など神戸で掘影された主な映画やテレビドラマのロケ

地が-目でわかる「神戸ロケ地ガイド」が完成しました。詳しいマップ

が載っていますのでぜひ作品を見た後、ロケ地巡りを楽しんでくださ

い。三宮交通センタービル一階の神戸市総合インフォメーションセン

ターにて、無料で配布しています。ホームぺ-ジからダウンロードするこ

とも可能。諸しくは、神戸フイルムオフィスのホームページ

(http://kobe創m,jp).あるいは、神戸・有馬温泉観光サイト[Feel

KO BE] (http://feeH(Obe.jp)をご覧ください。

田
中
ま
こ

大
阪
府
生
ま
れ
。
少
女
時
代
を
米
国
で
過
ご
し
、
大

学
卒
業
後
は
番
組
制
作
、
撮
影
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
、

D
」
な
ど
を
手
が
け
、
2
0
0
0
年
よ
り
神
戸
フ
ィ
ル

ム
オ
フ
ィ
ス
代
表
に
就
任
。
全
国
フ
ィ
ル
ム
コ
ミ
ッ
シ
ョ

ン
連
絡
協
議
会
副
会
長
と
し
て
も
活
躍
。
2
0
0
3

年
に
は
国
土
交
通
省
の
「
観
光
カ
リ
ス
マ
」
に
選
定
さ

れ
る
。
ア
ジ
ア
・
フ
ィ
ル
ム
"
コ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
副
会
長
も
務
め
る
。

神戸フイルムオフィス 神戸国際観光コンベンション協会内 密O78-303-2021 http://www.kobefilm.jp49

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m

神戸
っ子
アー
カイ
ブ

htt
p:/
/k
ob
e-k
ob
ec
co
.co
m



G
8
環
境
大
臣
会
合
神
戸
開
催
に
向
け

日
本
人
の
精
神
ク
モ
ツ
タ
イ
ナ
イ
ク
は

地
球
環
境
を
守
る
キ
ー
ワ
ー
ド

G
8
環
境
大
臣
会
合
が
、
2
4
目
(
土
)
̃
2
6
日
(
月
)
に
神
戸
で
開
催
さ
れ
る
。

「
地
球
環
境
を
守
る
た
め
に
一
人
ひ
と
り
の
意
識
を
高
め
よ
う
」
と
話
す

矢
田
市
長
を
、
神
戸
市
民
ク
実
践
チ
ー
ム
ク
が
囲
ん
だ
。

矢
田
立
郎
さ
ん
(
神
戸
市
長
)

自
分
た
ち
の
街
を

き
れ
い
に
す
る
こ
と

か
ら
始
め
よ
う

-
実
践
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
の
活
動
に
つ
い
て
お
話
し
く
だ
さ

い
。

50

浅
木
隆
子
さ
ん
(
北
野
・
山
本
地
区
を
守
り
そ
だ
て
る
会
)

岡
本
真
穂
さ
ん
(
神
一
夫
好
き
隊
)

中
内
仁
さ
ん
(
㈱
神
戸
ポ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
代
表
取
締
役
社
長
)

中
島
正
義
さ
ん
(
神
戸
・
市
民
交
流
会
)

鳴
海
智
之
さ
ん
(
ま
ち
美
化
エ
ン
ジ
ェ
ル
)

矢田立郎神戸市長

浅
木

ク
リ
ー
ン
作
戦
は
3
0
年
以
上

続
け
て
い
ま
す
。
ゴ
ミ
の
分
別
を
始
め

た
頃
に
は
、
せ
っ
か
く
分
け
た
ゴ
ミ
を
回

収
車
が
全
部
混
ぜ
て
持
っ
て
行
っ
て
し

ま
い
、
「
何
の
た
め
の
分
別
か
し
ら
?
」

と
思
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
最
近

は
か
な
り
徹
底
さ
れ
て
き
て
、
私
た
ち

の
長
年
の
〃
ゴ
ミ
分
別
練
習
ク
が
役
に

立
ち
始
め
て
い
ま
す
。

岡
本

私
が
大
好
き
な
神
戸
を
東
京

の
人
に
「
汚
い
」
と
言
わ
れ
て
大
シ
ョ
ッ

ク
。
そ
こ
で
、
「
お
掃
除
し
よ
う
!
」
と
翌

週
か
ら
早
速
始
め
た
の
が
「
神
戸
大
好

き
隊
」
で
す
。
毎
週
日
曜
午
前
7
時
か

ら
、
三
宮
デ
コ
ボ
コ
広
場
を
き
れ
い
に
し

て
5
年
。
朝
の
三
宮
は
、
ミ
ュ
ー
ル
を
履

い
た
女
の
子
、
タ
バ
コ
を
ふ
か
し
な
が
ら

歩
く
黒
服
の
男
の
子
、
タ
ク
シ
ー
の
列

‥
。
雨
の
日
も
風
の
日
も
私
た
ち
が
お

掃
除
し
て
い
る
と
、
「
吸
殻
ど
こ
に
捨
て
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浅木隆子さん中島正義さん

た
ら
い
い
て
」
と
聞
い
て
く
れ
ま
す
。
タ

ク
シ
ー
の
運
転
手
さ
ん
が
、
周
り
を
お

掃
除
し
始
め
ま
し
た
。
こ
れ
が
ク
教
育
ク

だ
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
は
決
し
て
無

理
強
い
は
し
ま
せ
ん
。

鳴
海

「
ま
ち
美
化
エ
ン
ジ
ェ
ル
」
は
5

年
ほ
ど
前
、
一
人
の
神
戸
大
生
が
大
学

内
を
掃
除
し
始
め
た
の
を
き
っ
か
け
に
、

次
第
に
市
内
の
大
学
に
広
が
り
ま
し

た
。
私
た
ち
は
毎
月
第
三
土
曜
・
日
曜

日
に
、
敢
え
て
昼
間
の
人
通
り
の
多
い

時
間
を
ね
ら
っ
て
、
三
宮
セ
ン
タ
ー
街
か

ら
元
町
に
か
け
て
活
動
し
、
ま
ち
の
皆

さ
ん
に
挨
拶
や
呼
び
か
け
を
し
な
が
ら

ご
み
拾
い
を
し
て
、
ま
ち
の
美
化
を
ア

ピ
ー
ル
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
活
動
中

に
「
あ
り
が
と
う
」
「
ご
苦
労
さ
ま
」
と

声
を
か
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
活
動
に
つ

い
て
の
質
問
も
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、

活
動
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
こ
と

を
実
感
し
て
い
ま
す
。

中
島

私
た
ち
神
戸
・
市
民
交
流
会

で
は
、
「
こ
う
べ
・
し
み
ん
・
う
お
ー
く
」
と

銘
打
っ
て
、
毎
月
第
一
日
曜
日
に
ク
リ
ー

ン
作
戦
を
行
っ
て
い
ま
す
。
4
月
6
日
で

約
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。
の
ぼ
り
を
立

て
て
啓
発
を
兼
ね
、
神
戸
9
区
の
メ
ー

ン
通
り
を
歩
き
な
が
ら
掃
除
し
て
い
ま

す
。
コ
ー
ス
決
定
は
、
参
加
者
の
意
見
を

聞
き
、
希
望
に
添
っ
た
コ
ー
ス
を
設
定
し

て
、
必
ず
事
前
調
査
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
前
も
っ
て
地
域
の
方
に
も
お

知
ら
せ
を
し
て
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
5
月
4
日
に
は
、
I
R
須
磨
駅

に
9
時
5
0
分
に
集
合
し
て
、
砂
浜
を
清

掃
し
ま
す
。
6
月
1
日
は
、
北
区
役
所

す
ず
ら
ん
の
公
園
か
ら
出
発
し
よ
う
と

計
画
し
て
い
ま
す
。

中
内

3
年
半
ほ
ど
前
か
ら
月
に
1

回
、
ホ
テ
ル
周
辺
を
掃
除
し
て
い
ま
す
。

特
に
シ
ャ
レ
た
ネ
ー
ミ
ン
グ
も
な
く
、
密

か
に
黙
々
と
続
け
て
い
ま
す
(
笑
)
。
今

年
も
4
月
は
新
入
社
員
が
参
加
し
て

総
勢
約
1
2
0
人
。
4
4
回
に
な
り
ま
し

た
が
、
毎
月
数
1
 
0
キ
ロ
単
位
で
ゴ
ミ
が

出
て
、
な
か
な
か
減
っ
て
き
た
と
い
う
実

感
は
持
て
な
い
状
況
で
す
。

矢
田

自
分
た
ち
の
街
を
自
分
た
ち

の
手
で
き
れ
い
に
し
よ
う
と
い
う
思
い

が
大
切
で
す
ね
。
大
学
生
だ
け
で
な

く
、
中
高
生
に
も
そ
の
意
識
が
広
が
っ

て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。

鳴
海

ま
ち
美
化
エ
ン
ジ
ェ
ル
で
は
最

近
、
高
校
か
ら
、
美
化
活
動
を
行
い
た

い
の
で
協
力
し
て
ほ
し
い
と
い
う
メ
ー
ル

を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
た
ち
は
企
画

の
段
階
か
ら
高
校
生
に
ア
ド
バ
イ
ス
を

し
、
活
動
に
協
力
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

51
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し
た
。

個
人
、
企
業
の
小
さ
な

努
力
の
積
み
重
ね
で

環
境
を
守
る

1
さ
て
、
今
月
は
い
よ
い
よ
神
戸
で
G

8
環
境
大
臣
会
合
が
開
か
れ
ま
す
。

矢
田

今
年
は
G
8
サ
ミ
ッ
ト
が
、
北

海
道
洞
爺
湖
で
開
催
予
定
で
す
。
恐

ら
く
環
境
問
題
は
避
け
て
通
れ
な
い

も
の
に
な
る
で
し
ょ
う
。
そ
こ
で
、
サ
ミ
ッ

ト
に
先
が
け
て
、
神
戸
で
開
催
さ
れ
る

「
G
8
環
境
大
臣
会
合
」
が
重
要
に
な

っ
て
き
ま
す
。

-
ボ
ー
ト
ピ
ア
ホ
テ
ル
で
の
開
催
と
い

う
こ
と
で
す
が
、
準
備
は
進
ん
で
い
ま

す
か
。

中
内

は
い
。
県
や
市
の
ご
指
導
を
い

た
だ
き
着
々
と
準
備
を
進
め
て
い
ま

す
。
会
議
の
内
容
は
主
催
者
に
お
任
せ

し
て
い
ま
す
が
、
私
た
ち
は
こ
れ
を
磯

に
、
一
企
業
と
し
て
環
境
を
守
る
た
め
に

何
か
で
き
な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。
そ
こ

で
、
社
内
で
様
々
な
取
り
決
め
を
し
て
、

神
戸
市
が
進
め
る
K
E
M
S
(
神
戸
環

境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
)
の
認
証
を

3
月
末
に
取
得
し
ま
し
た
。

矢
田

日
本
は
2
0
1
0
年
ま
で
に

C
O
2
な
ど
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量

6
%
削
減
と
い
う
大
き
な
目
標
を
持
っ

て
い
ま
す
。
と
こ
ろ
が
、
0
5
年
度
の
神
戸

市
は
、
逆
に
5
・
5
%
増
と
い
う
状
況
で

す
。
結
局
1
2
%
ち
か
く
削
減
し
な
く
て

は
な
り
ま
せ
ん
。
「
も
う
遅
い
」
と
言
っ

て
い
る
場
合
で
は
な
く
、
一
人
ひ
と
り
が

暮
ら
し
の
中
で
無
駄
を
な
く
す
こ
と
を

心
が
け
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
れ

に
向
け
て
産
業
、
家
庭
な
ど
の
各
部
門

の
削
減
の
目
標
値
や
取
り
組
み
メ
ニ
ュ

ー
な
ど
を
ま
と
め
た
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
作
成
し
て
い
ま
す
。

岡
本

ま
ず
、
会
議
で
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
や
め
ま
し
ょ
う
!

矢
田

そ
う
で
す
ね
え
。
先
日
も
会
議

の
席
で
隣
に
座
っ
た
ア
メ
リ
カ
総
領
事

の
ラ
ッ
セ
ル
さ
ん
が
「
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
1
本

の
水
に
は
、
そ
の
1
0
0
0
倍
の
水
が
必

要
だ
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
正
確
な
数

字
は
別
と
し
て
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
た
め

に
水
や
石
油
な
ど
資
源
が
大
量
に
消

費
さ
れ
て
い
る
の
は
確
か
で
す
。

岡
本

水
筒
を
使
い
ま
し
ょ
う
!

浅
木

水
筒
や
空
い
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

52
北野町の清掃活動(北野山本地区を守りそだてる会)

を
持
っ
て
行
く
と
、
水
を
入
れ
ら
れ
る

ス
ー
パ
ー
な
ど
が
あ
り
ま
す
。
あ
れ
は
い

い
で
す
ね
。

中
島

今
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
動
販

売
機
で
飲
み
物
を
買
う
の
が
当
た
り

前
に
な
っ
て
い
ま
す
。
家
庭
や
学
校
で
の

教
育
か
ら
見
直
し
て
い
く
必
要
が
あ
る

で
し
ょ
う
ね
。
こ
れ
は
、
食
の
安
全
に
も

つ
な
が
る
こ
と
で
す
。

岡
本

自
動
販
売
機
も
撤
廃
し
ま
し

ょ
う
!

も
ち
ろ
ん
、
飲
料
メ
ー
カ
ー
さ

ん
の
立
場
も
あ
り
ま
す
か
ら
、
知
恵
を

出
し
合
い
、
共
存
で
き
る
よ
う
な
方
法

を
考
え
て
み
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
バ

ス
や
タ
ク
シ
ー
の
省
エ
ネ
も
徹
底
が
必

要
で
し
ょ
う
ね
。

矢
田

企
業
の
皆
さ
ん
も
大
変
な
努

力
を
し
、
ご
協
力
い
た
だ
い
て
い
る
の
も
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事
実
で
す
。
企
業
の
取
り
組
み
を
市
民

が
応
援
す
る
こ
と
で
努
力
の
甲
斐
が
あ

り
更
な
る
取
り
組
み
に
つ
な
が
る
も
の

で
す
。

使
い
切
る
、

リ
サ
イ
ク
ル
す
る

矢
田

困
っ
た
こ
と
に
、
神
戸
市
で
は

家
庭
か
ら
出
る
ゴ
ミ
は
多
く
政
令
指

定
都
市
の
中
で
は
ワ
ー
ス
ト
1
と
い
う

状
況
で
す
。

浅
木

デ
パ
ー
ト
や
ス
ー
パ
ー
で
お
買
い

物
を
す
る
と
、
買
っ
た
物
よ
り
も
、
家
で

出
る
ゴ
ミ
の
ほ
う
が
多
い
で
す
か
ら
ね
。

-
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
は
何
で

し
ょ
う
か
。

相楽園にて
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矢
田

ま
ず
、
余
分
な
物
は
買
わ
な

い
。
使
い
切
る
、
可
能
な
物
は
リ
サ
イ
ク

ル
す
る
。
実
際
に
家
庭
で
自
分
が
取
り

組
ん
だ
内
容
を
評
価
し
て
、
節
約
で
き

た
も
の
、
資
源
化
で
き
た
も
の
を
金
額

に
換
算
す
る
と
い
う
取
り
組
み
が
一
部

地
域
で
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

中
内

う
ち
の
子
ど
も
た
ち
は
水
筒

を
持
っ
て
小
学
校
へ
行
っ
て
い
ま
す
。
学

校
で
も
啓
発
に
力
を
入
れ
て
ら
っ
し
や

る
の
で
し
ょ
う
ね
。
ホ
テ
ル
で
も
改
装
の

際
に
は
、
し
E
D
や
エ
コ
建
材
を
使
う
よ

う
に
し
て
い
ま
す
。
社
内
で
は
マ
イ
カ
ッ

プ
、
マ
イ
箸
を
持
っ
て
い
る
社
員
も
い
ま

す
。
少
し
ず
つ
浸
透
し
て
い
る
よ
う
で

す
。

矢
田

マ
ー
タ
イ
さ
ん
に
「
モ
ッ
タ
イ
ナ

イ
」
と
言
わ
れ
て
気
付
く
よ
う
で
は
情

け
な
い
で
す
ね
。
元
々
、
も
っ
た
い
な
い
の

精
神
は
日
本
が
発
祥
で
す
。
失
わ
れ
て

し
ま
っ
た
日
本
人
の
精
神
を
取
り
戻
す

の
は
難
し
い
こ
と
で
す
が
、
諦
め
る
わ
け

に
は
い
き
ま
せ
ん
。
少
し
ず
つ
で
も
広
げ

よ
う
と
い
う
努
力
を
し
て
い
き
ま
し
ょ

う
○
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地
球
温
暖
化
は
身
近
な
問
題

市
は
、
市
民
・
事
業
者
・
美
化
活
動

推
進
団
体
・
学
識
経
験
者
な
ど
で
作
る

「
神
戸
市
地
球
環
境
市
民
会
議
」
と
と

も
に
、
地
球
温
暖
化
な
ど
の
環
境
問
題

を
身
近
な
問
題
と
し
て
と
ら
え
、
一
人
ひ

と
り
の
行
動
と
し
て
取
り
組
む
「
も
っ

た
い
な
い
や
ん
!
K
O
B
E
運
動
」
を

展
開
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
「
も
っ
た
い
な
い
や
ん
I
"
」
の
心
で

市
は
、
二
十
二
年
度
ま
で
に
、
二
酸

化
炭
素
(
C
O
2
)
な
ど
の
温
室
効
果
フ

ァ
ス
排
出
量
を
二
年
度
に
比
べ
て
6
%

減
ら
す
こ
と
を
目
標
に
、
省
エ
ネ
ル
ギ

ー
の
推
進
や
ご
み
の
減
量
・
資
源
化
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

し
か
し
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
か
ら

の
排
出
量
が
大
幅
に
増
え
、
十
七
年
度

時
点
で
、
逆
に
5
 
・
 
5
%
増
加
し
て
し
ま
い

ま
し
た
。

ま
た
、
家
庭
ご
み
の
量
は
、
減
っ
て
き

て
は
い
る
も
の
の
、
市
民
一
人
あ
た
り
で

は
、
政
令
指
定
都
市
の
中
で
最
も
多
い

と
い
う
状
況
で
す
。

今
こ
そ
、
「
も
っ
た
い
な
い
や
ん
!
」
の

心
で
、
環
境
に
や
さ
し
い
取
り
組
み
を

進
め
ま
し
ょ
う
。

理
す
れ
ば
年
間
で
約
二
十
四
・
六
キ

ロ
グ
ラ
ム
の
C
O
2
を
削
減
。

買
い
物
に
は

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
し
よ
う

一
家
庭
で
ご
み
に
な
る
レ
ジ
袋
は
年

間
約
千
五
百
枚
。
マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参

す
れ
ば
、
レ
ジ
袋
を
作
る
た
め
に
発
生

す
る
年
間
約
七
十
二
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
C

O
2
を
削
減
。

寧嘩欝聾瞭

4バックを持ってし1かな`)ぐ.脚
分
別
ル
ー
ル
を
守
っ
て

リ
サ
イ
ク
ル
を
進
め
よ
う

一
家
庭
か
ら
、
収
集
日
以
外
に
出

さ
れ
る
缶
・
ぴ
ん
・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

は
年
間
に
三
百
五
十
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル

缶
約
百
四
十
六
個
、
二
百
五
十
ミ
リ

リ
ッ
ト
ル
ぴ
ん
約
三
十
四
ホ
ン
、
五

百
ミ
リ
リ
ッ
ト
ル
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
約

冷
蔵
庫
を
整
理
し
て
食
品
の
ム
ダ
・

電
力
の
ム
タ
を
な
く
そ
う

一
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
手
付
か
ず

食
品
は
年
間
二
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
。
ま

た
、
冷
蔵
庫
に
詰
め
込
み
過
ぎ
る
と
電

力
消
費
量
も
大
き
く
な
り
ま
す
。
整

替罪篤富

国壁画星図

圭壷、
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七
十
四
本
に
相
当
し
ま
す
。
リ
サ
イ

ク
ル
す
れ
ば
、
年
間
で
約
十
八
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
C
O
2
を
削
減
。

電
灯
は
こ
ま
め
に
消
そ
う

白
熱
灯
を
一
日
一
時
間
消
灯
す
れ

ば
、
年
間
で
約
七
・
一
キ
ロ
グ
ラ
ム

を
削
減
。抄は乙甜(こ消さみいと・・.

風
呂
は
続
け
て
入
り
、

残
り
湯
を
洗
濯
に
使
お
う

お
湯
が
冷
め
な
い
う
ち
に
家
族
が

続
け
て
入
り
、
温
め
直
す
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
節
約
す
れ
ば
、
一
家
庭
あ
た
り

年
間
で
約
八
十
・
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

C
O
2
を
削
減
。
ま
た
、
風
呂
の
残

り
湯
を
洗
濯
に
使
え
ば
、
一
家
庭
あ

た
り
年
間
で
約
十
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の

テ
レ
ビ
を
つ
け
っ
ぱ
な
し
に
し
な
い

一
家
庭
で
、
2
 
8
イ
ン
チ
ブ
ラ
ウ
ン

管
の
テ
レ
ビ
を
見
る
時
間
を
一
日
一

時
間
減
ら
せ
ば
、
年
間
で
約
十
四
・

七
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
C
O
2
を
削
減
。

れ
一
度
設
定
温
度
を
変
え
れ
ば
、
一

家
庭
あ
た
り
年
間
で
約
三
十
一
・
六

キ
ロ
グ
ラ
ム
の
C
O
2
を
削
減
。

出
か
け
る
と
き
は

公
共
交
通
機
関
を
利
用
し
よ
う

自
家
用
車
の
利
用
を
1
 
0
%
減
ら
し

て
公
共
交
通
機
関
を
利
用
す
れ
ば
、

一
家
庭
あ
た
り
年
間
で
約
百
四
十

三
・
八
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
C
O
2
を
削

減
。

分

誘客や八があるの伝・.

エ
ア
コ
ン
の
温
度
を
一
度
変
え
よ
う

エ
ア
コ
ン
の
設
定
温
度
は
夏
は
二

十
八
度
、
冬
は
二
十
度
に
。
そ
れ
ぞ

テレビをだらだら見な・・・

瑞諾鷲等

頭目幽

こ
れ
ら
全
部
を
市
内
の
全
家
庭
で

実
行
す
る
と
、
C
O
2
の
削
減
量
は

年
間
約
二
十
七
万
ト
ン
に
な
り
、
約

百
九
十
万
本
の
植
林
を
し
た
の
と
同

じ
効
果
に
な
り
ま
す
。

h
t
古
‥
\
\
w
w
w
.
c
i
t
y
.
k
O
b
?
j
p
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G
8
環
境
大
臣
会
合
開
催
に
向
け

環
境
立
県
ひ
よ
う
ご
を
世
界
へ

井
戸
敬
三
さ
ん
(
兵
庫
県
智
)

環
境
創
造
で
豊
か
な

自
然
に

G
8
の
環
境
大
臣
会
合
は
、
今
の
地

球
温
暖
化
を
地
球
上
に
住
ん
で
い
る

す
べ
て
の
人
間
の
問
題
と
し
て
捉
え
、

温
暖
化
対
策
の
枠
組
み
を
ど
う
作
っ
て

い
く
か
が
テ
ー
マ
な
の
で
す
。
1
 
0
年
前
に

結
ん
だ
京
都
議
定
書
の
枠
組
み
は
、
最

大
の
C
O
2
排
出
国
の
ア
メ
リ
カ
や
い

わ
ゆ
る
B
R
I
C
S
諸
国
が
抜
け
て

い
ま
し
た
が
、
そ
の
不
完
全
な
枠
組
み

で
さ
え
達
成
が
心
配
さ
れ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
ト
京
都
議
定
書
を
ど
う
す
る
か
が

最
大
の
課
題
に
な
る
わ
け
で
す
ね
。
洞

爺
湖
サ
ミ
ッ
ト
で
の
方
向
付
け
が
環
境

大
臣
会
合
で
見
え
て
く
れ
ば
大
き
な

成
果
で
す
が
、
な
か
な
か
単
純
で
は
な

い
よ
う
で
す
。

せ
っ
か
く
世
界
中
の
環
境
に
対
す
る

関
心
が
集
ま
る
会
合
で
す
の
で
、
兵
庫

と
し
て
も
独
自
の
取
り
組
み
を
世
界

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
単
に
環
境
を
守
る
と
い
う
だ
け

で
な
く
、
環
境
を
生
み
出
す
い
わ
ゆ
る

環
境
創
造
、
自
然
の
再
生
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

井戸敬三兵庫県知事

に
い
く
つ
か
取
り
組
ん
で
き
て
い
ま
す

の
で
、
そ
れ
を
ア
ピ
ー
ル
し
た
い
と
い
う

の
が
一
つ
。
も
う
一
つ
は
、
わ
れ
わ
れ
は
京

都
議
定
書
の
フ
レ
ー
ム
で
も
優
等
生
だ

っ
た
と
い
う
点
。
温
室
効
果
ガ
ス
に
つ
い

て
、
兵
庫
県
は
2
0
1
0
年
に
基
準

年
1
9
9
0
年
か
ら
1
1
"
7
%
削

減
す
る
と
い
う
計
画
を
持
っ
て
推
進
し

て
い
ま
す
か
ら
、
そ
の
点
も
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
本
県
は
環
境
に
対
す
る
技
術

的
な
ア
ド
バ
ン
テ
ー
ジ
を
持
つ
企
業
が

活
躍
し
て
い
ま
す
の
で
、
環
境
技
術
を

理
解
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
合
が
開
催
さ
れ
る
神
戸
の
街
は
、

前
に
海
が
あ
っ
て
、
六
甲
山
が
背
景
に

控
え
る
絶
好
の
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
で
す
。
六

甲
山
自
体
も
植
林
し
て
緑
の
山
に
な
っ

た
自
然
再
生
の
モ
デ
ル
で
す
。
昨
年
4
6

年
ぶ
り
に
ヒ
ナ
が
巣
立
っ
た
コ
ウ
ノ
ト
リ

も
そ
の
ひ
と
つ
で
、
今
年
も
放
鳥
し
た

親
鳥
が
卵
を
抱
え
て
い
る
と
い
う
知
ら

せ
も
あ
っ
て
楽
し
み
で
す
。
尼
崎
2
 
1
世

紀
の
森
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
実
行
中
で
す
。

ま
た
、
漁
獲
量
の
落
ち
た
瀬
戸
内
海
を

「
豊
か
な
海
」
に
し
よ
う
、
白
砂
青
松
な

ど
の
「
美
し
い
海
」
を
取
り
戻
す
取
り

組
み
を
す
す
め
て
い
ま
す
o
ま
た
、
人
が

自
然
に
手
を
か
け
な
が
ら
共
生
し
て
い

く
と
い
う
意
味
で
「
豊
山
」
に
準
じ
て

「
豊
海
一
と
し
て
の
再
生
を
め
ざ
し
、
そ
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の
た
め
の
法
整
備
を
、
1
4
1
万
6
千

の
著
名
を
集
め
国
に
求
め
て
い
ま
す
。

会
合
を
「
地
面
」
か
ら

支
え
た
い

神
戸
は
国
際
都
市
と
し
て
有
名
で

す
か
ら
、
い
ろ
い
ろ
な
環
境
N
P
O
、
N

G
O
の
方
が
来
ら
れ
る
で
し
ょ
う
。
せ
っ

か
く
来
て
い
た
だ
く
の
で
、
自
由
に
交

流
し
て
意
見
を
発
表
し
て
も
ら
う
機

会
を
と
、
会
合
が
お
こ
な
わ
れ
る
ポ
ー

ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
神
戸
学
院
大
学
等
に

会
場
を
設
け
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な
ど
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
将
来
の
環
境
を
守
り
育
て
、

共
生
し
て
い
く
の
は
子
ど
も
た
ち
で
す

の
で
、
子
ど
も
た
ち
の
環
境
に
対
す
る

取
り
組
み
を
い
く
つ
か
フ
ォ
ー
フ
ム
や
発

表
会
で
紹
介
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
一
つ

は
世
界
各
国
の
子
ど
も
が
参
加
す
る

「
子
ど
も
環
境
サ
ミ
ッ
ト
主
n

K
O
B
E
」
。
こ
れ
は
神
戸
芸
術
セ
ン

タ
ー
で
予
定
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
兵

庫
県
内
の
子
ど
も
た
ち
に
も
環
境
に

対
す
る
自
分
た
ち
の
思
い
や
取
り
組

み
を
語
っ
て
も
ら
う
「
ひ
ょ
う
ご
・
こ
ど

も
環
境
会
議
」
を
開
催
し
ま
す
。
さ
ら

に
環
境
学
習
を
小
学
校
3
年
次
に
お

こ
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
成
果
を
発
表

す
る
機
会
も
考
え
て
い
ま
す
。

神
戸
に
は
H
A
T
神
戸
を
中
心
に

国
際
研
究
機
関
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
が
、
そ
の
国
際
研
究
機
関
が
自
分
た

ち
で
テ
ー
マ
を
設
定
し
て
、
リ
レ
ー
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
を
開
い
て
く
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
会
議
に
参
加
す
る
だ
け
で
な

く
、
瀬
戸
内
海
、
六
甲
山
、
コ
ウ
ノ
ト
リ

の
郷
公
園
な
ど
に
参
加
国
の
大
臣
を

お
招
き
す
る
エ
ク
ス
カ
ー
シ
ョ
ン
(
視
察
)

コ
ー
ス
も
提
案
し
て
い
ま
す
。

3
月
に
千
葉
で
G
2
0
閣
僚
級
対

話
が
開
催
さ
れ
、
2
0
の
国
と
地
域
が
集

ま
っ
て
地
球
温
暖
化
や
生
物
多
様
性

の
問
題
に
つ
い
て
話
し
合
う
機
会
が
あ

り
ま
し
た
。
そ
の
プ
レ
イ
ベ
ン
ト
に
私
も

よ
ば
れ
て
、
兵
庫
の
コ
ウ
ノ
ト
リ
と
丹
波

竜
に
つ
い
て
話
を
し
て
き
ま
し
た
。
そ
の

時
に
、
参
加
し
た
子
ど
も
た
ち
か
ら
小

さ
な
地
球
儀
を
渡
さ
れ
ま
し
た
。
「
地

球
の
自
然
を
守
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」

と
。
そ
れ
は
千
葉
か
ら
兵
庫
へ
、
そ
し
て

次
は
5
月
に
神
戸
で
開
催
す
る
「
ひ
ょ

う
ご
地
球
環
境
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」

で
サ
ミ
ッ
ト
開
催
地
の
北
海
道
へ
バ
ト
ン

タ
ッ
チ
し
ま
す
。
千
葉
は
海
洋
生
物
の

多
様
性
に
富
み
、
大
都
市
か
ら
田
舎
ま

で
あ
っ
て
、
沼
や
川
も
多
く
兵
庫
と
共

通
点
も
多
い
の
で
、
千
葉
の
生
物
多
様

性
に
お
け
る
取
り
組
み
を
参
考
に
、

「
生
物
多
様
性
ひ
ょ
う
ご
戦
略
」
を
今

年
度
ま
と
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

環
境
大
臣
会
合
に
つ
い
て
は
環
境

省
が
運
営
し
ま
す
が
、
私
た
ち
は
そ
れ

を
側
面
、
い
い
え
、
支
え
る
、
つ
ま
り
地

面
か
ら
応
援
を
し
て
い
く
こ
と
に
な
り

ま
す
。
県
民
み
ん
な
で
歓
迎
し
、
わ
れ

わ
れ
が
地
元
で
協
力
で
き
る
事
業
は

積
極
的
に
協
力
し
て
、
「
環
境
立
県
ひ

ょ
う
ご
」
を
P
R
し
て
い
こ
う
で
は
あ
り
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58

外
国
人
た
ち
が
集
っ
た
場
所

私
の
父
は
ド
イ
ツ
人
で
、
1
9
3
3

年
に
来
日
し
、
機
械
メ
ー
カ
ー
に
勤
務

し
て
い
ま
し
た
。
当
時
、
神
戸
に
は
貿

易
会
社
や
メ
ー
カ
ー
に
勤
め
る
父
の
よ

う
な
外
国
人
が
た
く
さ
ん
い
た
よ
う
で

す
。
し
か
し
、
戦
争
で
仕
事
が
で
き
な

く
な
り
、
父
は
ド
イ
ツ
領
事
館
に
勤
務

し
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
恐
縮
で
す
が
、
当

時
ド
イ
ツ
領
事
館
に
勤
務
し
て
い
た
日

本
人
が
い
て
、
そ
の
妹
が
私
の
母
に
な
っ

た
の
で
す
よ
(
笑
)
…
 
、
話
を
戻
し
て
、

戦
前
は
居
留
地
に
外
国
の
企
業
や
領

事
館
が
た
く
さ
ん
あ
っ
て
、
今
の
1
 
5
番

館
あ
た
り
に
集
ま
っ
て
い
た
よ
う
で
す
。

領
事
館
と
い
え
ば
、
戦
後
、
ア
メ
リ
カ

領
事
館
が
束
遊
園
地
の
南
側
に
来
ま

し
た
が
、
そ
こ
は
神
戸
外
国
倶
楽
部
の

跡
地
な
の
で
す
よ
。
遊
園
地
の
南
に
接

し
て
K
R
&
A
C
(
神
戸
レ
ガ
ッ
タ
&
ア

ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ
)
が
あ
っ
て
、
そ
の
す

ぐ
南
側
に
神
戸
外
国
倶
楽
部
が
あ
っ

た
の
で
す
。
神
戸
倶
楽
部
は
戦
時
中
に

海
軍
に
占
有
さ
れ
て
し
ま
い
、
空
襲
で

建
物
が
焼
け
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

戦
後
、
日
本
に
残
っ
て
い
た
倶
楽
部

の
メ
ン
バ
ー
や
、
外
国
か
ら
戻
っ
て
き
た

人
た
ち
で
倶
楽
部
を
再
興
す
る
こ
と

明治4 1年、スポーツのメッカ東遊園地で神戸連合軍とアメリカチームとの対戦が

実現
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と
な
り
ま
し
た
が
、
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
が
な

い
の
で
神
戸
市
内
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
集
ま

っ
て
い
ま
し
た
が
、
幸
い
こ
の
土
地
を
持

っ
て
い
た
の
で
、
ア
メ
リ
カ
領
事
館
に
売

却
し
た
の
で
す
。
そ
の
資
金
で
現
在
の

ト
ア
ロ
ー
ド
、
か
つ
て
の
ト
ア
ホ
テ
ル
の
跡

地
へ
と
移
転
し
た
の
で
す
。

居
留
地
に
マ
リ
リ
ン
が
来
た

私
は
1
 
0
代
の
頃
、
K
R
&
A
C
の
ジ
ュ

ニ
ア
メ
ン
バ
ー
で
、
野
球
と
サ
ッ
カ
ー
を
や

っ
て
い
ま
し
た
。
野
球
は
や
は
り
ア
メ
リ

カ
人
で
、
領
事
館
関
係
者
や
船
会
社
の

人
が
多
く
、
逆
に
サ
ッ
カ
ー
や
ラ
グ
ビ

ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
だ
と
メ
ン
バ
ー
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

の
人
で
、
や
っ
ぱ
り
船
会
社
が
多
か
っ
た

で
す
か
ね
。
当
時
、
大
手
の
船
会
社
は
、

神
戸
支
店
に
2
5
名
く
ら
い
外
国
人
が

い
て
、
彼
ら
は
ほ
と
ん
ど
メ
ン
バ
ー
に
な
っ

て
い
ま
し
た
ね
。

日
本
の
サ
ッ
カ
ー
、
野
球
は
束
遊
園

地
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
が
、
私
も
そ
こ
で
プ
レ
1
し
ま
し
た
。

ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
を
出
た
ら
す
ぐ
グ
ラ
ン
ド

明治45年ごろの「神戸クラブ」 。外国人たちに欠かせない社交場となった

が
あ
り
、
そ
の
東
側
に
は
ス
タ

ン
ド
が
あ
り
ま
し
た
。
ク
ラ
ブ

ハ
ウ
ス
も
古
い
建
物
で
し
た

が
、
良
か
っ
た
で
す
ね
。
2
階

に
バ
ー
が
あ
っ
て
、
プ
レ
ー
を
眺

め
な
が
ら
一
杯
や
れ
た
の
で
す

よ
。サ

ッ
カ
ー
は
、
当
時
ダ
ン
ロ
ッ

プ
の
チ
ー
ム
に
日
本
代
表
が

何
人
か
い
て
強
か
っ
た
の
で
す

が
、
こ
ち
ら
は
外
国
人
の
寄
せ

集
め
で
も
勝
っ
た
り
負
け
た

り
の
好
勝
負
で
し
た
。
何
年

か
経
っ
て
釜
本
邦
茂
や
ネ
ル
ソ

ン
吉
村
が
い
た
ヤ
ン
マ
ー
と
親

善
試
合
を
し
た
の
も
良
い
思

い
出
で
す
。
野
球
で
し
た
ら
滝

明治4 1年、在日外人チームで作られた「インターポートサッカー」の試合の様子

川
高
校
と
よ
く
対
戦
し
ま
し
た
。
こ
ち

ら
に
は
ヤ
ン
キ
ー
ス
の
マ
イ
ナ
ー
で
プ
レ

ー
し
て
い
た
船
会
社
社
員
も
い
て
、
強

か
っ
た
で
す
よ
。
ホ
ー
ム
ベ
ー
ス
が
北
東

側
、
ラ
イ
ト
線
は
少
し
短
か
っ
た
か
な
。

そ
れ
で
も
十
分
な
広
さ
が
あ
り
ま
し

た
。十

二
三
歳
の
頃
、
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ

ル
に
ジ
ョ
ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
と
マ
リ
リ
ン
・
モ

ン
ロ
ー
が
や
っ
て
来
た
の
で
、
友
達
と
見

に
行
き
ま
し
た
。
朝
鮮
戦
争
の
時
代
で

す
か
ら
、
た
ぶ
ん
彼
ら
は
慰
問
で
韓
国

に
行
っ
た
行
き
帰
り
だ
っ
た
の
で
し
ょ
う

か
。
オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
は
神
戸
で
は

最
高
峰
の
一
流
ホ
テ
ル
、
憧
れ
の
場
所
で

59
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し
た
。
ジ
ョ
ー
・
デ
ィ
マ
ジ
オ
が
目
的
だ
っ

た
の
で
す
が
、
人
が
多
く
て
近
寄
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。
当
時
は
ジ
ョ
ー
・
デ
ィ

マ
ジ
オ
の
方
が
人
気
だ
っ
た
よ
う
で
す

ね
。
で
も
、
幸
い
マ
リ
リ
ン
・
モ
ン
ロ
ー
の
と

こ
ろ
は
あ
ま
り
人
が
い
な
か
っ
た
の
で
、

駆
け
寄
っ
て
握
手
し
て
も
ら
っ
た
の
で

す
。
子
供
心
に
も
と
て
も
綺
麗
な
女
性

だ
と
思
い
ま
し
た
(
笑
)
。

オ
リ
エ
ン
タ
ル
で
優
雅
に
仕
事
?

私
も
外
資
系
に
勤
め
て
い
ま
し
た

が
、
勤
め
は
じ
め
た
頃
、
ビ
ジ
ネ
ス
な
ん

か
ほ
っ
と
い
て
も
う
ま
く
い
く
し
、
給
料

は
良
い
し
‥
・
貿
易
で
す
ご
く
儲
か
っ
て

い
た
の
で
す
。
私
の
勤
め
て
い
た
会
社
の

百百百

日本最古のゴルフ倶楽部「神戸ゴルフ倶楽部」の理事を務める

本
社
は
ス
イ
ス
で
、
オ
フ
ィ
ス
は
居
留
地

の
京
町
筋
に
あ
り
ま
し
た
。
街
の
感
じ

は
今
と
は
全
く
違
い
ま
す
ね
。
会
社
の

向
か
い
に
ク
レ
セ
ン
ト
ビ
ル
と
い
う
建
物

が
あ
っ
て
、
外
資
系
の
企
業
が
た
く
さ
ん

入
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
こ
は
確
か
、
イ
ギ
リ

ス
の
有
名
な
化
学
メ
ー
カ
ー
の
ビ
ル
だ
っ

た
の
で
す
。
私
も
化
学
メ
ー
カ
ー
に
い
た

の
で
す
が
、
そ
の
業
界
の
支
店
は
昔
は

み
な
神
戸
に
あ
り
ま
し
た
。
当
時
は
染

料
が
主
流
で
、
日
本
は
繊
維
産
業
が
盛

ん
で
し
た
の
で
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

船
会
社
の
支
店
長
と
か
は
朝
に
会

社
に
立
ち
寄
っ
て
、
そ
れ
か
ら
オ
リ
エ
ン

タ
ル
ホ
テ
ル
に
行
っ
て
バ
ー
で
飲
ん
だ
り
、

ビ
リ
ヤ
ー
ド
に
興
じ
た
り
し
て
、
夕
方
5

時
前
に
会
社
に
戻
っ
て
秘
書
が
用
意
し

た
手
紙
に
サ
イ
ン
し
て
…
と
い
う
感
じ

で
し
た
。
昔
は
E
メ
ー
ル
も
フ
ァ
ッ
ク
ス
も

な
か
っ
た
で
す
か
ら
ね
。
急
ぎ
の
仕
事
が

入
る
と
、
秘
書
や
部
下
が
書
類
持
っ
て

オ
リ
エ
ン
タ
ル
ホ
テ
ル
に
や
っ
て
来
て
「
こ

れ
サ
イ
ン
し
て
く
だ
さ
い
」
っ
て
(
笑
)
。

い
ま
考
え
る
と
、
船
会
社
や
銀
行
の
支

店
長
は
ボ
ス
が
い
る
ん
で
す
よ
ね
。
だ

け
ど
、
国
際
電
話
な
ん
て
本
当
に
め
っ

た
に
か
か
っ
て
こ
な
い
よ
う
な
時
代
で
し

た
か
ら
、
仕
事
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
誰

も
チ
ェ
ッ
ク
し
な
い
。
の
ん
び
り
し
て
良
い

時
代
で
し
た
。
今
の
人
は
気
の
毒
な
ほ

ど
、
ピ
ッ
チ
が
早
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す

よ
ね
。

居
留
地
に
は
か
つ
て
、
万
国
病
院
と

い
う
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
開
港
直
後
、

外
国
人
た
ち
が
お
金
を
出
し
て
ク
リ
ニ

ッ
ク
く
ら
い
の
規
模
の
病
院
を
建
て
、
外

国
人
ス
タ
ッ
フ
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
今
は
も
う
あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
の
系

譜
を
受
け
継
ぐ
神
戸
万
国
医
療
財
団

が
寄
付
や
慈
善
活
動
を
お
こ
な
っ
て
い

ま
す
。
ほ
か
に
も
関
西
国
際
委
員
会
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
慈
善
団
体
が
居
留
地

か
ら
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
あ
ま
り
知
ら

れ
て
い
ま
せ
ん
が
、
社
会
福
祉
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
起
源
が
あ
る
と
い
う
の
も
、
居
留

地
の
誇
り
だ
と
思
い
ま
す
。
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フリッツ,E.レオンハート

学校法人マリスト国際学校理事長

1 939年神戸生まれ。国籍はドイ

ツ。長年、神戸の化学品業界で活

躍するかたわら、 1999年から

2○○5年まで神戸外国倶楽部の会

長を務めたほか、神戸レガッタ&ア,

スレチッククラブ副会長の経歴も

持ち、神戸在住の外国人コミュニ

ティにおいて中心的な役割を果た

す。また、神戸海星病院や神戸ゴ

ルフ倶楽部の理事を務めるなど」/
活躍の場は外国人コミュニティに

ととまらない。
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1
8
6
8
年
、
旧
居
留
地
の
開
設

に
伴
い
、
外
国
人
居
留
遊
園
の
名
称
で

開
園
し
た
日
本
初
の
西
洋
式
公
園
が

「
束
遊
園
地
」
の
ル
ー
ツ
と
な
っ
た
。
園

内
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、
外
国
人
た
ち
が

ラ
グ
ビ
ー
、
サ
ッ
カ
ー
、
ホ
ッ
ケ
ー
、
テ
ニ
ス
、

野
球
、
ク
リ
ケ
ッ
ト
、
ボ
ウ
リ
ン
グ
な
ど
の

ス
ポ
ー
ツ
を
行
っ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
と

な
り
、
日
本
国
内
に
そ
れ
ら
の
ス
ポ
ー

ツ
が
広
ま
っ
て
い
っ
た
。
1
8
9
0
年
に

は
、
園
内
に
神
戸
倶
楽
部
(
現
・
神
戸

外
国
倶
楽
部
)
が
建
設
さ
れ
た
こ
と

で
、
日
本
に
お
け
る
近
代
ス
ポ
ー
ツ
の
聖

地
と
し
て
の
み
な
ら
ず
、
神
戸
に
多
く

の
文
化
を
伝
え
た
外
国
人
た
ち
に
な

く
て
は
な
ら
な
い
社
交
場
と
な
っ
た
。

今
回
、
ご
登
場
い
た
だ
い
た
レ
オ
ン
ハ

ー
ト
さ
ん
も
、
幼
少
の
頃
か
ら
こ
の
地

で
野
球
や
サ
ッ
カ
ー
に
夢
中
に
な
っ
た
。

「
共
に
汗
を
流
し
、
海
外
か
ら
や
っ
て
来

た
外
国
人
に
と
っ
て
、
東
遊
園
地
は
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
っ
た
」
と
笑
み

を
浮
か
べ
な
が
ら
懐
か
し
そ
う
に
話

す
。
プ
レ
ー
に
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
で
、
国

籍
を
超
え
て
互
い
を
理
解
し
合
い
、
友

情
を
育
ん
で
き
た
の
だ
。
彼
ら
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
地
で
あ
っ
た
。

か
つ
て
外
国
人
た
ち
に
愛
さ
れ
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
中
心
と
な
っ
た
「
束
遊
園

地
」
。
そ
の
す
ぐ
南
に
、
平
成
2
0
0
9

年
の
完
成
を
め
ざ
す
の
が
「
ア
ー
バ
ン
ラ

イ
フ
神
戸
三
宮
ザ
・
タ
ワ
ー
」
。
歴
史
の

重
み
を
感
じ
る
旧
居
留
地
の
光
景
に
一

体
と
な
っ
た
、
上
質
で
洗
練
さ
れ
た
3
 
4

階
建
2
7
1
戸
の
集
合
邸
宅
。
温
故

知
神
。
神
戸
の
ル
ー
ツ
と
共
に
生
き
、
さ

ら
な
る
神
戸
の
魅
力
を
知
る
。
憧
憬
の

地
に
、
ア
ー
バ
ン
ラ
イ
フ
が
総
力
を
結
集

し
て
珠
玉
の
邸
宅
を
誕
生
さ
せ
る
。
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uuu.后ob診7l. com
お問い合わせは「アーバンライフ神戸三宮ザ・タワー」マンションギャラリー

寓語0120-27I -33 6
営業時間/10:00-18:00 (水曜定休)

※拐帯.PHSからもご利用可/日曜・祝日もお受けしております。

せ芦号1ンライフ欒
担架主(売主)

W和田興産擬

人董講読り刀肛ステ_トサ_ビス
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